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大頭流「浜出」の一節

舞堂前光景

　　令和２年１月２０日１２時から大江天満宮で上演された幸若舞の概要
曲　目 浜出蓬莱山浜出蓬莱山 日本記 扇の的 和泉ヶ城①和泉ヶ城②

出演者 小学５年 小学６年 青　年 中　年 熟　年 熟　年
役　割
　＊見学者は約５００名で、中高年者が多かった。 松尾会長の口上

柳川川下り 反省会光景

語り部の会は隔月（奇数月）第２金曜日です

幸若舞の里づくり会
　　事務局　橋本守行
　　電話090-7746-8689

　第 ２３ 号
  令和　２年　３月　１日

   幸 若 か わ ら 版  

　太夫、シテ、ワキ、鼓方それぞれ４名、合計２４名

福岡県みやま市訪問   大頭流幸若舞見学 
 さる１月１９日から２１日にかけて２泊３

日の行程で、大頭流幸若舞を伝える福岡県み

やま市を訪問しました。メンバーは辻会長以

下、城戸、高橋、月田、安井会員の５名で、

２０日には大江天満宮に奉納された大頭流幸

若舞を鑑賞しました。また、２０日夜には、

家元の江崎恒隆氏をはじめ当地の幸若舞保存

会（会長：松尾正春氏）のメンバーの反省会

に参加しました。 

 みやま市長とも会見し、関係参考資料など

も持ち帰りました。当幸若舞の里づくり会の

活動状況については、インターネットに掲載

された「幸若かわら版」などで承知している

とのことでした。 

 １９日と２１日には、柳川市街や大宰府天満
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令和２年1月17日　福井新聞記事
山口顧問による幸若講座（歴女の会）は毎月第４かまたは最終金曜日開催です

令和２年度 新年会開催 
 
本
年
の
新
年
会
は
、
一
月
二
四
日
（
金
）
午
前
一

一
時
か
ら
「
い
と
家
」
で
、
会
員
一
九
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
初
め
に
、
辻
会
長
の
挨
拶
の
後
、
高
橋
会
員
か
ら

資
料
や
写
真
を
ま
じ
え
て
先
般
の
福
岡
県
み
や
ま
市

訪
問
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
（
詳
細
は
一
、
四
面

参
照
）
 

 
次
に
、
打
波
会
員
か
ら
、
橋
本
左
内
と
幸
若
と
の

関
係
に
つ
い
て
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と
の
持
論
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
松
田
会
員
か
ら
は
、
現
代

版
幸
若
舞
の
子
供
の
出
演
に
つ
い
て
、
学
校
教
育
と

の
関
係
や
練
習
時
間
の
確
保
に
つ
い
て
、
問
題
点
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
そ
し
て
、
山
口
顧

問
か
ら
は
、
埼
玉
県

在
住
の
幸
若
子
孫
が

保
存
し
て
い
た
資
料

調
査
の
中
間
報
告
と
、
 

幸
若
舞
曲
「
浜
出
」
 

の
解
説
が
あ
り
、
今

後
は
、
他
の
曲
目
に

つ
い
て
も
順
次
勉
強

し
て
い
き
た
い
旨
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
そ
の
後
、
会
場
を

二
階
広
間
に
移
し
て
、

楽
し
い
宴
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。
 

楽
し
い
新
年
会
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第８３回　幸若講座

太鼓体験

　

幸若かわら版はe-とこ朝日ホームページにも掲載されています　https://asahi-area-c.net/

み
や
ま
市
・
越
前
町

 

 
 
児
童
交
流
事
業
開
催

 

 本年も、1月17日、福岡県みやま市の児童15名が、本町を訪れ交流会

が開催されました。平成６年7月に瀬高町（現みやま市）と朝日町

（現越前町）が「幸若舞」を縁として姉妹縁組を締結したことから、

始まりました。昨年11月には、本町児童がみやま市を訪問し、相互訪

問が毎年続いています。 

 今回は、この交流事業が２５回目記念ということで合同合宿も行わ

れました。また、村上学芸員から「越前幸若舞」について説明を受け

るとともに、越前がにミュージアムを見学したり、旧織田地区の伝統

和太鼓を経験したり、ゲームを行うなど、交流を深めました。 

 今後の主な予定 

  役 員 会     ３月１３日       青少年ホーム 

  第８４回幸若講座  ３月２７日１３時３０分 幸若情報センター 

  佐々生墓地清掃   ４月１２日 ９時 

  顧 問 会     ４月２２日１０時    朝日コミセン  

  監   査     ４月２２日１４時    朝日コミセン       

  理 事 会     ４月２７日１９時３０分 青少年ホーム  

  総   会     ５月１０日１０時    生涯学習センター 

      ＊３月の語り部の会例会は都合により中止ます。 

第８３回幸若講座開催 
                     ２月２８日 

 
第
八
三
回
幸
若
講
座
が
、
二

月
二
八
日
、
幸
若
情
報
セ
ン

タ
ー
で
、
山
口
顧
問
・
辻
会
長

を
含
め
一
一
名
の
参
加
を
得
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
「
一
〇
〇
項
」
を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
、
四
四
項
「
幸
若
小
八

郎
家
」
か
ら
五
〇
項｢

舞
候
儀
ハ

無
御
座
候
」
ま
で
に
つ
い
て
、

山
口
顧
問
の
講
義
を
受
け
ま
し

た
、
主
と
し
て
在
所
に
伝
わ
る

文
書
に
よ
る
幸
若
諸
家
の
主
な

履
歴
を
学
び
ま
し
た
。
 

 
次
回
は
三
月
二
七
日
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
新
し
い
受
講

生
を
募
っ
て
い
ま
す
、
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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　　保存会・松尾会長の礼状

　
例会は隔月（偶数月）第２金曜日です

 
去
る
一
月
、
大
頭
流
幸
若
舞
を
伝
え
る
福
岡
県
み
や
ま
市

訪
問
団
に
参
加
し
た
。
そ
の
時
に
感
じ
た
印
象
な
ど
を
思
い

つ
く
ま
ま
記
し
て
会
員
諸
氏
の
ご
参
考
に
供
し
た
い
。
 

 

＊
大
頭
流
幸
若
舞
は
昭
和
五
一
年
九
月
に
国
の
重
要
無
形

民
 
 

 
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
福
岡
県
で
は
博
多
櫛
 

 
田
神
社
の
祇
園
祭
山
車
に
先
行
し
て
の
指
定
で
あ
っ
た
。
 

＊
生
の
実
演
を
見
る
と
、
演
技
者
の
表
情
、
声
の
音
調
、
足
 

 
音
な
ど
、
空
気
を
通
し
て
感
じ
ら
れ
る
臨
場
感
が
あ
り
、
 

 
ビ
デ
オ
で
見
る
の
と
で
は
大
分
違
っ
た
。
 

＊
小
学
校
四
年
生
か
ら
、
学
年
ご
と
に
夏
休
み
か
ら
練
習
 

 
を
始
め
る
。
大
江
小
学
校
で
は
、
全
校
生
徒
が
、
一
緒
 

 
に
台
詞
を
唱
和
し
覚
え
る
。
出
演
者
以
外
の
ク
ラ
ス
 

 
メ
ー
ト
は
舞
台
下
最
前
列
で
見
学
、
応
援
す
る
。
小
学
生
 

 
か
ら
学
年
別
に
、
大
人
は
世
代
別
に
後
継
者
を
育
成
す
る
。

＊
定
期
公
演
は
年
二
回
で
、
一
一
月
と
一
月
に
行
う
。
 

＊
大
江
流
舞
曲
は
四
二
番
あ
り
、
曲
目
を
忘
れ
な
い
た
め
 

 
に
、
毎
年
演
目
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。
 

＊
幸
若
舞
は
語
り
物
芸
で
あ
る
。
 

 
 
朗
吟
（
語
る
）
、
居
舞
い
、
立
舞
い
、
舞
踏
（
手
足
）
 

 
 
所
作
、
動
作
、
 

＊
兎
歩
（
う
ほ
）
 

舞
台
を
前
後
に
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
 

＊
反
閇
（
へ
ん
ば
い
）
 

力
強
く
足
を
踏
み
床
を
鳴
ら
す
 

 
 
中
国
の
陰
陽
師
の
足
の
運
び
、
稚
気
を
払
い
、
正
気
 

 

 
 
を
迎
え
幸
運
を
開
く
 

＊
足
を
踏
み
鳴
ら
す
の
は
、
四
股
を
踏
む
動
作
で
稚
気
を
追
 

 
い
出
す
。
舞
台
床
下
に
は
甕
（
か
め
）
が
い
く
つ
か
置
か
 

 
れ
て
い
る
。
 

＊
舞
台
で
の
歩
み
は
、
前
後
と
襷
掛
（
た
す
き
か
け
）
の
 

 
二
つ
で
、
舞
台
の
広
さ
に
合
わ
せ
、
歩
幅
・
歩
数
で
調
整
 

福岡県みやま市を訪問して感じた 

   大頭流幸若舞 会員・城戸信弥 

＊
今
回
の
舞
台
は
、
四
間
半
×
三
間
の
広
さ
で
あ
っ
た
。
 

＊
演
技
者
は
世
襲
と
し
な
い
で
、
技
量
と
人
格
、
さ
ら
 

 
に
熱
意
で
、
決
定
し
て
い
る
。
小
学
生
が
大
人
の
会
 

 
員
と
し
て
帰
っ
て
く
る
の
は
、
六
〇
人
に
一
人
の
割
 

 
合
で
、
現
在
大
人
の
会
員
は
一
〇
名
で
あ
る
。
 

＊
「
敦
盛
」
は
大
頭
流
に
は
な
か
っ
た
が
、
平
成
二
一
 

 
年
「
新
調
敦
盛
」
と
し
て
上
演
し
た
。
 

＊
保
存
会
会
員
は
大
江
の
人
を
原
則
と
し
て
い
る
。
 

 
 
（
一
町
相
伝
？
）
 

＊
大
江
地
域
限
定
の
伝
統
芸
能
と
し
、
地
域
の
人
材
で
 

 
守
り
続
け
て
い
る
。
全
国
に
広
げ
る
必
要
は
な
い
と
 

 
考
え
て
い
る
。
 

＊
伝
統
を
地
域
限
定
で
守
っ
て
い
く
熱
意
は
相
当
に
強
 

 
く
、
会
員
の
使
命
感
が
伺
わ
れ
る
。
 

＊
私
た
ち
の
目
指
す
方
向
と
は
違
っ
て
い
る
が
、
不
易
 

 
流
行
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
て
、
相
互
の
交
流
を
深
 

 
め
、
刺
激
し
合
い
、
活
動
を
続
け
ら
れ
た
ら
と
強
く
 

 
感
じ
た
。
 


